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研究成果の概要（和文）：　本研究は，語と文の中間的な要素である広義の連語項目（緩やかな語の連なり，MWE）リ
ストを，日本人大学生の英語学習を念頭に中高教育との接続性を考慮し，各種分野のコーパスに基づき分野階層的に構
築を試みた． MWEには，統語情報を考慮し可変長で不連続なものも対象としたような方法を導入し，本研究で使用した
プログラム群については，Webで公開した．コーパスが整備できれば比較的容易に構築が可能である．

研究成果の概要（英文）：This project created academic multi-word expression (MWE) lists for Japanese learn
ers of English considering the junior high school and high school curricula in Japan, hierarchically. The 
method adopted for this construction can identify variable-length and non-contiguous expressions, such as 
MWEs. The programs that can be used with the method are released on the Internet; moreover, they allow us 
to create MWE lists with relative ease only if we prepare a corpus as the source data for the method.
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年，言語習得や英語教育研究において，
“on the whole” や “take X into 
account/consideration”といった語と文の間に
位置づけられる語の緩やかな連なり（本研究
では広義に捉え，MWE と記す）は，重要な
言語知識の一つとして注目されている．MWE
にも，語彙や構文同様，分野に強く依存する
ものがある．たとえば， “let X and Y be A and 
B, respectively”は，数学および周縁の分野では
有用かつ重要な MWEである．そのような分
野の特徴語や MWEの抽出に，近年の語彙研
究では JACET8000 といった成果を上げたコ
ーパスに基づく試みがある．その基本アイデ
ィアは「語の n連鎖（n-gram）ごとに，特定
分野コーパスと均衡（一般英語）コーパス内
の頻度を統計的に比較し，特定分野に有意に
頻出する n-gramを『特定分野の MWE』とす
る」というものである．このような方法論に
は，次のような問題がある． 
 
(1) 均衡コーパスを基準としていること 
 従来研究の多くは，特定分野と比較する均
衡コーパスとしてイギリス英語を代表する
コーパス（British National Corpus: BNC）を採
用している．しかし，日本の中高英語教育を
経た学習者にとって，BNCに代表されるよう
な英語が一般的であるとは言い難い．したが
って，BNC と特定分野の対比に基づいた
MWE リスト（以後，簡単に表現リストと記
す）は，日本人の英語経験や知識から乖離し
たものとなり，それらの教育的位置づけが難
しくなる． 
  さらに，たとえば「情報工学」といった狭
小な特定分野を直接標的とし，表現リストを
作成した場合，BNCと特定分野間の差が非常
に大きいために，「情報工学」の表現リスト
には学術 /工学 /情報工学などそれぞれの
MWE が混在し，非段階的で混沌としたもの
となる． 
 
(2) MWE を固定長で連続的な表現として捉
えていること 
 多くの従来研究は，技術的な簡便さから
MWE を n-gram で粗く捉え，整備している．
このように MWE を考えてしまうと，n が異
なる n-gramは素直に比較できないため，結局，
MWEの長さ（n）を事前に固定せざるを得な
い． 
  その上，n-gramは連続的な表現しか捕捉で
きないので，“take X into account”といった不
連続に関係づけられる MWEは，必然的に洩
れてしまう． 
 
 
２．研究の目的 
  
 本研究の主目的は，前節で述べた 2つの問
題の解決を目指し，特定分野もしくはそれに

対応する組織等で，大学生以上の日本人英語
学習者のための学術的な MWEを階層的に整
備することである．そのために，次のような
3つの小テーマを設定した． 
 
(1) 可変長で不連続性を許した MWE 抽出法
の導入 

(2) 日本の中高英語との連続性，および分野
の階層性を考慮した表現リストの生成法
の検討 

(3) 新しい MWEの発見と基本的性質の解明 
 
 なお，ここで整備した表現リストや，開発
したプログラム群を，可能な限り公開するこ
とも副次的目的である．言語資源等の要件を
満たせば，各所で比較的容易に同様の処理が
可能となる． 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 方針 
①学術分野に関する情報が付された論文デ
ータ 
 学術分野に関する情報が付されたような
論文データには PERCコーパスなどがあげら
れるが，ほとんどは著作権や使用条件の問題
で，直接本研究で解析，利用することはでき
ない．また，特定機関で展開されている研究
分野に基づき，分野別に同種データを構築し
た事例として，京都大学 田地野彰教授らが
推進した京都大学学術論文コーパス(田地野
他, 2008)がある．そのスキームは本研究が意
図するデータ整備のモデルとなるものであ
る．しかし，同規模のデータを本研究で一か
ら構築することは容易ではない．本研究では，
推進者の専門領域である情報学分野に限定
した小規模な論文データを蓄積し，まずはそ
れをパイロット・データとした． 
 また，このようなデータの代替として，本
研究では，近年，大学をはじめとした多くの
研究機関が構築し，自組織の研究者らが執筆
した論文や記事等の著作物を電子的に蓄積，
公開している機関リポジトリを活用するこ
ととした．具体的には，機関リポジトリから
得られる組織情報を，学術分野に粗く対応付
け，各組織でアーカイブされている論文を，
当該分野の論文データとみなし，表現リスト
の作成に活用する．なお，機関リポジトリの
言語資源としての活用は，本課題に遅れて別
課題としても採択されることとなった．連携
関係の下，両課題を進めた． 
 
②可変長で不連続性を許した MWE抽出 
 可変長で不連続な MWEの抽出には，名古
屋大学 松原茂樹准教授らが提案した方法(松
原他, 2008)を基本とした．詳細は次項目(2)で
述べるが，本研究では，抽出した表現リスト
を最終的に関連分野の英語識者が確認・編纂
することを念頭に置き，文中の依存構造や組



織の階層関係を勘案した方法に改変し，適用
した． 
  
③表現の階層的整備 
  機関リポジトリから得られる組織情報を
参照し，その階層性を表現リストに反映させ
た．なお，表現リストは主に日本人英語学習
者の活用を想定し，この階層の最上部に日本
の中高英語を置き，それに対応する著作物は，
中高の英語教科書や参考書とした．たとえば，
「A大学 B学部 C学科」の場合，「A大学の
論文データ vs. 中高英語データ」に基づく「A
大学の表現リスト」，「B学部の論文データ vs. 
中高英語+B 学部をのぞく A 大学の論文デー
タ」に基づく「B 学部の表現リスト」，「C 学
科の論文データ vs. 中高英語+C 学科をのぞ
く A大学の論文データ」に基づく「C学科の
表現リスト」という具合に，3 つのリストを
作成する．「A 大学⇒B 学部⇒C 学科」の方向
性は，「A大学内における EGAP（一般学術目
的の英語）から ESAP（特定学術目的の英語）」
におおむね対応する．  
 このような表現リストの間で，組織の階層
関係を考慮し，調整を加える．上部組織の表
現リストである一定の上位部分に列挙され
る表現は，それよりも下部の組織の表現リス
トでは含めないよう，後処理を行う． 
 
(2) 手順 
 機関リポジトリに含まれる英語著作物を
事前に組織階層別に分け，それぞれで次のよ
うに英語学術表現リストを生成した． 
 
①チャンク構造と依存関係の同定 
 各文を構文解析し，チャンク構造と依存関
係を同定する．本研究で注目するチャンク構
造は，補文標識（LC）と内部に句構造を含ま
ない基本名詞句（NC）とした．各語は動詞の
分詞形を除き原形表記に統一した後に，名
詞・動詞といった浅い品詞レベルで細分化す
る．冠詞・数字・記号はそれぞれ<D>・<C>・
<S>に置換する． 
 たとえば，“This paper shows a new method to 
solve it.”のチャンク構造は， 

[NC <D> paperN ] showV  
[NC <D> newJ methodN ]  
[LC toT ] solveV [NC itP ] <S> 

となる．ここで，xpは原形が xで品詞が pの
語，[Y y]は語列 yが Y句で，N・V・J・P・T
はそれぞれ名詞・動詞・形容詞・代名詞・TO
を表す．なお，文構造を成していないものは
分析対象から除く． 
 例文中に含まれる依存関係は，次の通りで
ある． 
  1: <D> → paperN 
  2: paperN → showV 
  4: <D> → methodN 
  5: newJ → methodN 
  6: methodN → showV 
  7: toT → methodN 

  8: solveV → toT 
  9: itP → solveV 
  10: <S> → showV 
ここで，“x→y”は x が y に係っていること，
最左の番号は xの文中での出現位置を表して
いる． 
 
②チャンク構造を考慮し，n-gramを生成 
 文の前後に文頭・文末を表す特殊記号@を
n −1個付加し，n-gram を生成する．その際，
NCと LCを跨ぐ場合には，それらの語列を一
旦<NC>,<LC>という 1記号に置換した列も別
途考え，それぞれで n-gramを生成する． 
 さきほどの例で n = 3の場合， 
  @ <D> paperN  
  <D> paperN showV 
  paperN showV <D> 
に加え， 
  @ <NC> showV 
  <NC> showV <NC> 
  showV <NC> <LC> 
なども生成される．n も 2～10 という具合に
ある一定の範囲で動かし，これらを累積的に
計数する． 
 計数は，次の 2 つの観点で行う．一つは，
全ての n-gram をそれぞれ素直に計数するも
ので，次項③の連接確率の算出に用いる頻度
（単純頻度）である．もう一つは，依存関係
を考慮して計数するもので，次のような条件
を満たす n-gram xのみ計数対象とする． 

• xに内容語が存在する． 
• x 内の全ての非内容語の係り先が，x 内
に存在する内容語である． 

たとえば，上記の “<D> paperN showV”や
“<NC> showV <NC>”は上記条件を満たし，計
数対象とする．その一方で，“paperN showV 
<D>”は<D>が n-gram 内で依存関係を結んで
いないため，計数対象とはならない．また，
上記の例ではないが，“<NC> ofP <NC>”は内
容語を含んでいない，“showV <NC> ofP”で ofP
が showV ではなく<NC>に係る場合は，やは
り計数対象とはならない．このようにして得
られる頻度を，依存関係を考慮した頻度とよ
ぶ． 
 
③スコアリング 
 生成された各 n-gram xに対して，次のよう
にスコアを与える． 

  score(x) = log[ fd (x)](x)(HL (x)+1)(HR(x)+1)  

 fd (x)は xの依存関係を考慮した頻度，  (x)は
x に内含される語・基本句数である．
 HL (x),HR(x)は前後に連接する語のエントロ
ピーで，次のように与える． 

  
 Hα (x) = − y Pα (y | x)logPα (y | x)∑  

α ∈{L,R}で， PL (y | x)は y が n-gram x に左
連接する確率， PR(y | x)は右連接する確率で，それぞれ次のように与える． 
 

    

PL (y | x)  f (yx) f (x)
PR(y | x)  f (xy) f (x)

 
 



なお， f (x)は xの単純頻度である． 
 

④フィルタリング 
 score(x)に基づき n-gram x を学術表現の候
補として抽出していく．その際，次のいずれ
かの条件が成立する xは，抽出の対象外とす
る． 

•  f (x) < T である． 
• 自組織よりも上部組織 i の表現リスト
で上位 βi%までに抽出済である． 

•  score(x ') > score(x)かつ xを内容語に関
して完全に包含するような x'が抽出済
である． 

 
(3) 実験 
 情報学関係の小規模な論文パイロット・デ
ータ，学術分野付きの論文コーパス（未公開），
複数の研究大学の機関リポジトリに対して，
本手法を適用した． 
 ここでは，九州大学の機関リポジトリへの
適用事例について簡単に述べる．2012年 7月
時点の九州大学機関リポジトリ QIR に含ま
れる英語著作物 5,838 点のうち，形態素数が
2,000～10,000 の論文 2,965 点を対象とした．
延べ形態素数は 15,146,153である．これらを
学部・研究科レベルに相当する 27 部局に細
分化し，九州大学全体に加え，それぞれの部
局の表現リストを作成する．中高英語の著作
物には，平成 14 年度版検定済中高英語教科
書（中学 7 シリーズ，高校 28 シリーズ）の
本文部分を活用した．延べ形態素数は 736,933
である．n=3～7で，最低頻度 Tを 5，β 中高英語
=10, β 九州大学=1とした．なお，形態素解析には
TreeTagger，構文解析には Charniak parser を
利用した． 
 その結果，中高英語・九州大学全体（概ね
学術共通に対応）・部局毎の表現リストが，
実時間で生成された．紙面の関係上，ほんの
一部になるが，九州大学全体の上位 5位を示
すと， 
  based on <NC> 
  such as <NC> 
  a/the set of <NC> 
  due to <NC> 
  according to <NC> 
であった（品詞情報は省略）．なお，部局に
対応する分野は，それぞれ排他的ではない上
に，九州大学の組織の特殊性が反映されてい
る．その結果，それら全てをそのまま素直に
学術分野下の小分野と対応づけられない場
合もあり，表現リストを洗浄するような後処
理の必要性が明らかとなった． 
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４．研究成果 
  
 本研究は，主に次のような成果を上げた．
今後の展望，課題も併記する． 
 
(1) 学術表現の階層的構築方法の提案とその
試行 

 可変長で不連続性を許すような MWE抽出
法を導入し，中高英語から学術分野，さらに
その下位の小分野に至るまで，階層的に表現
リストを構築する方法を示し，実際に試作を
行った．九州大学の機関リポジトリを対象と
したものについては，部分的な公開を予定し
ている． 

 
(2) 大規模な論文データの代替としての機関
リポジトリの活用と基本的傾向 

 学術分野に関する情報が直接付与され，本
研究に適用できる大規模な論文データの取
得が難しいことや，推進者が他課題で電子図
書館研究にかかわりがあったことから，本研
究の一部では機関リポジトリをその代替と
して活用した．機関リポジトリから得られる
表現のうちスコア上位となる表現は，比較的
学術分野共通に挙げられるものと一致して
いる．部局別に細分化されても，伝統的な学
術分野で，対応する部局の論文が十分に蓄積
されている場合にも同様の傾向が見られた． 
 このように機関リポジトリの言語資源と
しての応用可能性を示唆した．一方，本研究
においては，生成した表現リストの精査から，
機関リポジトリが反映している研究機関の
特殊性を排除する必要があることが明らか
となった．このような処理が可能となれば，
言語資源としての機関リポジトリの有用性
や汎用性はさらに高まるものといえる．本研
究の直接的な後継タスクとして，他の機関リ
ポジトリから生成される表現リストとの重
ね合わせなどによる洗浄化を検討している． 
 
(3) MWEの基本的性質としての依存構造 
 MWE 抽出のフィルタリングにおいて，当
初は品詞レベルまでの情報で MWEの言語的
妥当性あるいは自然さを担保していた．最終
年度，MWE 内での内容語を中心とした依存
関係を強く意識し，頻度ベース（依存関係を
考慮した頻度）であくまでも優先関係ではあ
るが，MWE の妥当性や自然さをある程度と
らえることができたと考えている．ただし，
このような方式の導入が最終年度後半期だ
ったこともあり，定量的な評価はできていな
い． 
 
(4) プログラム群の一部公開 
 本研究で開発したプログラムについては，
可能な限りWeb等で公開を行った．特に，コ



ーパス研究等を志向する研究者らが抵抗な
く活用できるよう，データ形式等はやや洗練
さに欠け，冗長性は許しつつも，単純なテキ
スト・エディタ等で編集しやすいようにした． 
 なお，3.(2)で述べた依存関係を考慮した制
約処理については，最終年度の後半期に導入
した手続きであったため，これらを内在した
関連プログラムは公開できていない．また，
機関リポジトリに関連するプログラム群に
ついては，他課題で整理，公開を進める． 
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